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１．(一社)日本通関業連合会の概要
～主な関税制度の変遷と連合会の歩み～
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１．(一社)日本通関業連合会の概要
～関税局・税関とのパートナーシップの現状～
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財務省関税局 日本通関業連合会

税 関 各地区通関業会

• 意見交換会の開催

• 密輸防止に関する覚書（MOU）締結

• 密輸関連情報の交換

• 意見交換会の開催



2.通関業・通関士を取り巻く環境の変化
新型コロナウイルスのパンデミック
東日本大震災(2011年)、台風21号による関西空港冠水(2018年)等
大型自然災害多発

サプライチェーンの寸断、混乱
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2.通関業・通関士を取り巻く環境の変化
自由貿易・経済連携協定(EPA/FTA)の拡大
米中貿易摩擦による追加関税措置
経済安全保障の確保
人権デューディリジェンスへの取組み 等

通関業務の複雑化、困難化
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2.通関業・通関士を取り巻く環境の変化
航空貨物運送状(AWB)、船荷証券(B/L)等の電子化
貿易業務のペーパーレス化、デジタル化
第７次NACCS更改

各種プラットフォームとNACCSの連携要望の拡大
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３．通関業・通関士の今後の在り方

 通関業務のプラットフォーム“NACCS”を核に通関業のDX,GX
を推進
安定と信頼のプラットフォーム“NACCS”から世界と繋がるプラットフォームへ
 NACCSを核に通関業務のDX、GXを推進

 魅力ある通関業・通関士を目指して
～通関士のスキルアップ、ダイバーシティ推進でイノベーション～
今後、通関業務は付加価値のついたサービスへ指向
通関士のスキルアップ、リスキリング等、人材開発の強化
 ダイバーシティの推進による魅力ある業界、イノベーションの促進

 税関のパートナーとして更なる深化
今後とも税関のパートナーとして世界に誇れる通関業会を目指す
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